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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右一対のファスナーテープ(2,42,52) の対向するテープ側縁部に取着した左右のエレ
メント列(3,43,53) にスライダー(4,11,13,14,15,44,54) が挿通され、同スライダー(4,1
1,13,14,15,44,54) を前記エレメント列(3,43,53) に沿って摺動させることにより前記エ
レメント列(3,43,53) を噛合・分離させるスライドファスナー(1,21,41,51,71) であって
、
　前記スライドファスナー(1,21,41,51,71) の構成部材の少なくとも一部に、円柱状の嵌
着突起(4c,11c,15c,44c,54c,55c,76c,77c)及び嵌着空間(4d,13d,14d,55d)のうちの少なく
とも一方が設けられ、
　前記嵌着突起(4c,11c,15c,44c,54c,55c,76c,77c)及び前記嵌着空間(4d,13d,14d,55d)は
、同スライドファスナー(1,21,41,51,71) の他の構成部材及び同スライドファスナーとは
異なる他物品のうちの少なくとも１つに形成される嵌着空間(4d,5d,13d,14d,26d,55d,57a
,58a,59a,62a,78d,79d,81d,82d)及び嵌着突起(4c,5c,11c,12,15c,26c,27c,28c,29c,31c,4
4c,45c,54c,55c,76c,77c)に対して着脱可能に形成され、
　前記エレメント列(53)を構成するファスナーエレメント(55)は、前記ファスナーテープ
(52)に取り付ける胴部(55a) と、同胴部(55a) からテープ外方に延設される括れた頚部(5
5e) と、同頚部(55e) の先端に設けられる長円形状の噛合頭部(55b) とを有し、
　前記胴部(55a) のテープ表裏方向の少なくとも一面に、前記嵌着突起(55c) 又は前記嵌
着空間(55d) が形成されてなる、
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ことを特徴とするスライドファスナー。
【請求項２】
　前記嵌着空間(14d,55d)は、
　前記他の構成部材又は前記他物品に形成される嵌着突起と同一直径を有する円形状の孔
部、又は、
　前記他の構成部材又は前記他物品に形成される嵌着突起の外周面を３箇所以上の線接触
で支持可能な多角形状の孔部、
により構成されてなる請求項１記載のスライドファスナー。
【請求項３】
　前記嵌着空間(4d,13d)は、
　平面視にて、枠状の周壁部により形成された空間部、
　平面視にて、枠状の周壁部と同周壁部により囲まれた領域内の所定位置に配された円柱
状若しくは円筒状の支持柱部との間に形成された空間部、又は、
　平面視にて、枠状の周壁部と同周壁部により囲まれた領域内の所定位置に配された中仕
切壁部との間に形成された空間部、
により構成されてなる請求項１記載のスライドファスナー。
【請求項４】
　前記嵌着突起(4c,11c,15c,44c,54c,55c,76c,77c)は、その高さ方向に沿った中空空間を
有する円筒状の突起(11c) を含み、前記中空空間は前記嵌着空間を構成してなる請求項１
～３のいずれかに記載のスライドファスナー。
【請求項５】
　前記スライダー(4,11,13,14,15,44,54) に、前記嵌着突起(4c,11c,15c,44c,54c) 及び
前記嵌着空間(4d,13d,14d)のうちの少なくとも一方が形成されてなる請求項１～４のいず
れかに記載のスライドファスナー。
【請求項６】
　前記エレメント列(53)の一端又は両端に、同エレメント列(53)から前記スライダー(54)
が抜けることを防止する止具(76,77) が配され、
　前記止具(76,77)に、前記嵌着突起(76c,77c) 及び前記嵌着空間のうちの少なくとも一
方が形成されてなる、
請求項１～５のいずれかに記載のスライドファスナー。
【請求項７】
　前記ファスナーテープ(42)は、前記エレメント列(43)を形成するファスナーエレメント
(45)を取り外し可能に取着するエレメント取着部(46)を有し、
　前記ファスナーエレメント(45)は、前記エレメント取着部(46)に抜脱可能に係着する係
着部を有してなる、
請求項１～６のいずれかに記載のスライドファスナー。
【請求項８】
　前記ファスナーテープ(2) は、相互に連結可能な連結ブロック(26)を取り外し可能に取
着するブロック取着部(23)を有してなる請求項１～７のいずれかに記載のスライドファス
ナー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はスライドファスナーに関し、特に、従来では考えられていなかった新しい使い
方をすることが可能なスライドファスナーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、スライドファスナーは、衣料品、日用雑貨品、産業用資材、自動車や列車、
航空機等の各種シート類などの広い分野で採用されており、特に、衣料品、雑貨類、鞄類
などの開口部を開閉する開閉具として多く使われている。
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【０００３】
　このスライドファスナーは、基本的な構造として、左右のファスナーテープの対向する
テープ側縁部に沿ってエレメント列が取着された左右一対のファスナーストリンガーと、
ファスナーストリンガーのエレメント列に挿通したスライダーとを有しており、スライダ
ーをファスナーストリンガーのエレメント列に沿って摺動させることによって、左右のフ
ァスナーエレメントを噛合・離脱させる。また、スライドファスナーの左右エレメント列
の上下両端部には、スライダーがエレメント列から抜けることを防止するための止具が取
り付けられていることが多い。
【０００４】
　ところで、幼児や児童の知能的発達を促す知育玩具の一つとして、相互に嵌め合わせて
連結可能な連結ブロックがあり、この連結ブロックは、例えば手を動かして複数の連結ブ
ロックを組み立てることによって様々な形状を作り出せることから、子供の想像力や思考
力を養うととともに、脳の発達を促すと玩具として知られている。現在、このような玩具
用の連結ブロックとしては、例えばレゴ社のレゴ（登録商標）やダイヤブロック（登録商
標）などが実際に市販されている。
【０００５】
　一般に、このような連結ブロックは、サイズ・形状・色彩が異なる多数の連結ブロック
を組み合わせることにより、建物や動物などの形状を作り出すことが可能であるが、更に
、より多くの形状をより細かく表現できるように、近年でも様々な改良がなされている。
例えば、特表２００１－５００４１２号公報（特許文献１）には、連結ブロック同士の連
結方向の自由度を更に高めるための発明が開示されている。また、特表２００３－５０８
１３８号公報（特許文献２）には、サイズが異なる連結ブロックを互いに回転しないよう
に連結させるための発明が開示されている。
【０００６】
　また、現在市販されている連結ブロックは、例えば車輪、歯車、滑車、ボールジョイン
トなどのパーツと組み合わせることが可能であり、これにより、自動車のような乗り物等
のブロック集合体を組み立てることが可能となるだけでなく、その組み立てられたブロッ
ク集合体を動かして遊ぶことも可能となる。このため、連結ブロックを用いて表現可能な
世界の大きさが広がって、子供の想像力や思考力を一段と高めることができるとともに、
子供に機械要素の基礎的な仕組みを理解させることにも繋がる。
【０００７】
　なお、このような知育玩具である連結ブロックについては、子供の想像力や思考力の更
なる発達を促すために、例えば連結ブロック自体を更に改良することや、連結ブロックに
組み合わせることが可能なパーツの種類を増やすことなどが望まれている。
【特許文献１】特表２００１－５００４１２号公報
【特許文献２】特表２００３－５０８１３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従来のスライドファスナーは、前述のように衣料品、雑貨類、鞄類などの開口部を開閉
する開閉部材としての用途が多く、その市場もある特定の範囲に集中していた。このため
、スライドファスナーの事業規模を更に広げるためには、開閉機能等のスライドファスナ
ー独自の機能を利用でき、且つ、従来には用いられていなかった分野へ新たに進出してい
くことが求められており、また、模索されていた。
【０００９】
　本発明は上記従来の課題に鑑みてなされたものであって、その具体的な目的は、ファス
ナー自体の機能を有効に利用することができ、且つ、従来では用いられていなかった新し
い分野にその用途を広げることが可能なスライドファスナーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　上記目的を達成するために、本発明により提供されるスライドファスナーは、基本的な
構成として、左右一対のファスナーテープの対向するテープ側縁部に取着した左右のエレ
メント列にスライダーが挿通され、同スライダーを前記エレメント列に沿って摺動させる
ことにより前記エレメント列を噛合・分離させるスライドファスナーであって、前記スラ
イドファスナーの構成部材の少なくとも一部に、円柱状の嵌着突起及び嵌着空間のうちの
少なくとも一方が設けられ、前記嵌着突起及び前記嵌着空間は、同スライドファスナーの
他の構成部材及び同スライドファスナーとは異なる他物品のうちの少なくとも１つに形成
される嵌着空間及び嵌着突起に対して着脱可能に形成され、前記エレメント列を構成する
ファスナーエレメントは、前記ファスナーテープに取り付ける胴部と、同胴部からテープ
外方に延設される括れた頚部と、同頚部の先端に設けられる長円形状の噛合頭部とを有し
、前記胴部のテープ表裏方向の少なくとも一面に、前記嵌着突起又は前記嵌着空間が形成
されてなることを最も主要な特徴とするものである。
【００１１】
　本発明に係るスライドファスナーにおいて、前記嵌着空間は、前記他の構成部材又は前
記他物品に形成される嵌着突起と同一直径を有する円形状の孔部、又は、前記他の構成部
材又は前記他物品に形成される嵌着突起の外周面を３箇所以上の線接触で支持可能な多角
形状の孔部により構成されていることが好ましい。
【００１２】
　また、前記嵌着空間は、平面視にて、枠状の周壁部により形成された空間部、平面視に
て、枠状の周壁部と同周壁部により囲まれた領域内の所定位置に配された円柱状若しくは
円筒状の支持柱部との間に形成された空間部、又は、平面視にて、枠状の周壁部と同周壁
部により囲まれた領域内の所定位置に配された中仕切壁部との間に形成された空間部によ
り構成されていても良い。
【００１３】
　また本発明に係るスライドファスナーにおいて、前記嵌着突起は、その高さ方向に沿っ
た中空空間を有する円筒状の突起を含み、前記中空空間は前記嵌着空間を構成しているこ
とが好ましい。
【００１７】
　更に、本発明のスライドファスナーは、前記スライダーに、前記嵌着突起及び前記嵌着
空間のうちの少なくとも一方が形成されていることが好ましい。
　更にまた、前記エレメント列の一端又は両端に、同エレメント列から前記スライダーが
抜けることを防止する止具が配され、前記止具に、前記嵌着突起及び前記嵌着空間のうち
の少なくとも一方が形成されていることが好ましい。
【００１８】
　また本発明において、前記ファスナーテープは、前記エレメント列を形成するファスナ
ーエレメントを取り外し可能に取着するエレメント取着部を有し、前記ファスナーエレメ
ントは、前記エレメント取着部に抜脱可能に係着する係着部を有していることが好ましい
。
　更に、前記ファスナーテープは、相互に連結可能な連結ブロックを取り外し可能に取着
するブロック取着部を有していることが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係るスライドファスナーは、その構成部材の少なくとも一部に、円柱状の嵌着
突起及び嵌着空間のうちの少なくとも一方が設けられており、その嵌着突起及び嵌着空間
は、同スライドファスナーの他の構成部材及び同スライドファスナーとは異なる他物品の
うちの少なくとも１つに形成される嵌着空間及び嵌着突起に対して着脱可能に形成されて
いる。
【００２０】
　これにより、本発明のスライドファスナーは、例えば従来ではスライドファスナーとは
全く関係のない分野であった玩具用の連結ブロックに組み合わせることが可能なパーツの
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１つとして使用することや、また、スライダーの摺動による開閉機能等を活かしながら、
装飾体等の他部材を容易に連結できる部材としても使用することが可能となる。
【００２１】
　このため、スライドファスナーの用途を従来では用いられていなかった新しい分野に広
げることができ、スライドファスナーの事業規模の拡大を図ることが可能となる。特に、
スライドファスナーを玩具用連結ブロックの組み合わせパーツの１つとして用いた場合に
は、連結ブロックを用いて表現できる世界を大きく広げることが可能となり、子供の想像
力や思考力を一段と高めることに資する。
【００２２】
　なお、本発明において、例えば嵌着突起及び嵌着空間のうちの少なくとも一方が、スラ
イドファスナーの構成部材の一部である左右エレメント列のうちの一方に形成されている
場合、前述のスライドファスナーの他の構成部材とは、スライダーや上下止具に限定され
ず、左右エレメント列のうちの他方のエレメント列を含む。また、スライドファスナーと
は異なる他物品としては、例えば嵌着突起と嵌着空間を有する一般的な連結ブロック（レ
ゴ社のレゴ（登録商標）やダイヤブロック（登録商標）など）、及び、嵌着突起及び嵌着
空間のうちの少なくとも一方が形成されたその他の装飾体や雑貨などが挙げられる。
【００２３】
　本発明のスライドファスナーにおいて、前記嵌着空間は、部材の表面に立設された円柱
状（円筒状を含む）の嵌着突起を抜脱可能に嵌着する空間であり、例えば前記他の構成部
材又は前記他物品に形成される嵌着突起と同一直径を有する円形状の孔部、又は、前記他
の構成部材又は前記他物品に形成される嵌着突起の外周面を３箇所以上の線接触で支持可
能な多角形状の孔部により構成されている。なお、ここで言う線接触とは、嵌着突起と嵌
着空間（孔部）の周壁面とが、同嵌着突起の基端から先端にかけて、その高さ方向に沿っ
て直線的に接触することを意味している。
【００２４】
　これにより、同嵌着空間は、スライドファスナーの他の構成部材やスライドファスナー
とは異なる他物品に配される円柱状の嵌着突起を容易に且つ確実に抜脱可能に嵌着させる
ことができ、また、その嵌着突起の嵌着状態も安定して維持することができる。更に、上
述のように円形状又は多角形状の孔部からなる嵌着空間に、円柱状の１つの嵌着突起を嵌
着した場合、スライダーの構成部材に連結した他の構成部材又は他物品を、その嵌着突起
を回転軸にして相対的に回転させることが可能となる。
【００２５】
　なお、本発明において、他の構成部材又は他物品に形成される嵌着突起の外周面を３箇
所以上の線接触で支持可能な孔部の代表的な形状としては、三角形や四角形が挙げられる
。このような三角形や四角形状の嵌着空間に嵌着突起を嵌着させて、同嵌着突起の外周面
を３箇所以上の線接触で支持することにより、嵌着突起を嵌着空間内にしっかりと嵌着さ
せて、同嵌着空間内で嵌着突起が自由に動いてしまうことを防止できるとともに、嵌着突
起と嵌着空間の周壁面とが面接触せずに、それらの間に働く摩擦力を適度に小さくするこ
とができる。このため、嵌着空間に嵌着させた嵌着突起を軸にして、スライダーの構成部
材に連結した他物品などを相対的に安定して、且つ円滑に回転させることができ、また、
その回転を止めたときに、その回転停止状態を容易に維持することができる。
【００２６】
　或いは、前記嵌着空間は、平面視にて、枠状の周壁部により形成された空間部、平面視
にて、枠状の周壁部と同周壁部により囲まれた領域内の所定位置に配された円柱状若しく
は円筒状の支持柱部との間に形成された空間部、又は、平面視にて、枠状の周壁部と同周
壁部により囲まれた領域内の所定位置に配された中仕切壁部との間に形成された空間部に
より構成されていても良い。これによっても、同嵌着空間は、他の構成部材や他物品に配
される複数の円柱状の嵌着突起を容易に且つ確実に抜脱可能に嵌着させることができる。
【００２７】
　また本発明のスライドファスナーにおいて、構成部材の少なくとも一部に嵌着突起を備
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えている場合、同嵌着突起は、その高さ方向に沿った中空空間を有する円筒状の突起を含
み、且つ、その中空空間は、他の構成部材や他物品に配される円柱状の嵌着突起を抜脱可
能に嵌着させる嵌着空間を構成することも可能である。これにより、スライドファスナー
に連結することが可能な連結ブロックやその他の装飾体等の連結相手部材の種類を増やす
ことができ、同スライドファスナーの用途を更に広げることができる。
【００２８】
　本発明のスライドファスナーでは、前記エレメント列を構成するファスナーエレメント
に、前記嵌着突起及び前記嵌着空間のうちの少なくとも一方が形成されている。これによ
り、スライドファスナーのエレメント列に、例えば玩具用の連結ブロックや、嵌着空間及
び／又は嵌着突起を有する部材（スライドファスナーを構成する部材を含む）等を容易に
連結することが可能となる。
【００２９】
　この場合、例えば前記ファスナーエレメントが、ファスナーテープに取り付ける脚部と
、同脚部から延設される直方体状の噛合部とを一体に有し、その噛合部のテープ長手方向
の一面に嵌着突起が形成され、同噛合部の嵌着突起が形成された面とは反対側のテープ長
手方向の他面に前記嵌着空間が形成されている。
【００３０】
　このように嵌着突起と嵌着空間とが各ファスナーエレメントにテープ長手方向に沿って
形成されていれば、左右のエレメント列を噛合させるときに、左右のエレメント列のうち
の一方のエレメント列に形成した嵌着突起を、その噛合相手部材となる他方のエレメント
列に形成した嵌着空間に嵌着させるとともに、他方のエレメント列に形成した嵌着突起を
、その噛合相手部材となる一方のエレメント列に形成した嵌着空間に嵌着させることによ
り、左右のエレメント列を安定して噛合させることができる。
【００３１】
　またこの場合、左右のエレメント列を噛合させた状態のときに、左右のファスナースト
リンガーのうちの一方を、他方のファスナーストリンガーに対して、各ファスナーエレメ
ントの嵌着突起を軸にして自由に折り曲げることができ、また、その折り曲げた状態を保
持することができる。このため、本発明のスライドファスナーは、従来のスライドファス
ナーではできなかった動きを容易に行うことが可能となる。
【００３２】
　一方、例えば前記ファスナーエレメントが、ファスナーテープに取り付ける胴部と、同
胴部からテープ外方に延設される括れた頚部と、同頚部の先端に設けられる長円形状の噛
合頭部とを有し、その胴部のテープ表裏方向の少なくとも一面に、前記嵌着突起又は前記
嵌着空間が形成されていても良い。
【００３３】
　このように嵌着突起又は嵌着空間が、各ファスナーエレメントの胴部のテープ表裏方向
の面に形成されていれば、エレメント列の表裏面に、例えば玩具用の連結ブロックや、嵌
着空間及び／又は嵌着突起を有する装飾体等の部材を容易に連結することが可能となる。
【００３４】
　また、本発明のスライドファスナーでは、そのスライダーに、前記嵌着突起及び前記嵌
着空間のうちの少なくとも一方が形成されている。例えば、前記スライダーは、上翼板と
下翼板とが案内柱により連結されて一体に形成されており、同スライダーの上翼板上面に
は嵌着突起又は嵌着空間が形成され、及び／又は、下翼板下面には嵌着突起又は嵌着空間
が形成されている。これにより、同スライダーに、玩具用の連結ブロックや、嵌着空間及
び／又は嵌着突起を有する装飾体等の部材を容易に連結することが可能となる。
【００３５】
　更に、本発明のスライドファスナーでは、前記エレメント列の一端又は両端に止具が配
され、その止具に、前記嵌着突起及び前記嵌着空間のうちの少なくとも一方が形成されて
いる。これにより、スライドファスナーの止具にも、玩具用の連結ブロックや、嵌着空間
及び／又は嵌着突起を有する装飾体等の部材を容易に連結することが可能となる。
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【００３６】
　また、本発明のスライドファスナーにおいて、前記ファスナーテープは、前記エレメン
ト列を形成するファスナーエレメントを取り外し可能に取着するエレメント取着部を有し
、前記ファスナーエレメントは、前記エレメント取着部に抜脱可能に係着する係着部を有
している。これにより、ファスナーエレメントのファスナーテープへの取り付けやファス
ナーテープからの取り外しを容易に行うことが可能となり、スライドファスナーの用途等
に応じて、ファスナーエレメントを容易に脱着させることが可能となる。
【００３７】
　更に、本発明のスライドファスナーにおいて、前記ファスナーテープは、相互に連結可
能な連結ブロックを取り外し可能に取着するブロック取着部を有している。これにより、
玩具として用いられるような連結ブロックのファスナーテープへの取り付けやファスナー
テープからの取り外しを容易に行うことが可能となる。その結果、例えばスライドファス
ナーを玩具用連結ブロックに組み合わせるパーツの１つとして使用した場合に、ファスナ
ーテープにも連結ブロックを連結することができるため、連結ブロックを用いてより様々
な形状を作り出すことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、実施例を挙げて図面を参照しなが
ら詳細に説明する。
【実施例１】
【００３９】
　図１は、本発明の実施例１に係るスライドファスナーの正面図であり、図２は、同スラ
イドファスナーの斜視図である。図３は、同スライドファスナーのファスナーエレメント
を斜め上方から見たときの斜視図であり、図４は、同ファスナーエレメントを斜め下方か
ら見たときの斜視図である。
【００４０】
　また、図５は、同スライドファスナーのスライダーを斜め上方から見たときの斜視図で
あり、図６は、同スライダーを斜め下方から見たときの斜視図である。なお、以下の説明
において、連結ブロックとは、本体部が略直方体状に形成されており、その一面には１つ
又は複数の嵌着突起が形成され、同嵌着突起を有する反対側の面には嵌着空間を有してい
るものをいう。
【００４１】
　本実施例１のスライドファスナー１は、左右一対のファスナーテープ２と、左右のファ
スナーテープ２の対向するテープ側縁部に取着した左右のエレメント列３と、同エレメン
ト列３に挿通したスライダー４とを備えている。
　前記ファスナーテープ２は、その対向するテープ側端縁に芯紐部２ａを有しており、こ
のファスナーテープ２の芯紐部２ａを含むエレメント取付部に沿って、複数のファスナー
エレメント５が一定の間隔を開けて列設されてエレメント列３を形成している。なお、こ
のファスナーテープ２の材質は特に限定されるものではなく、本実施例１では織成又は編
成された繊維テープ状の基布がファスナーテープ２として使用される。
【００４２】
　前記ファスナーエレメント５は、ファスナーテープ２に合成樹脂を射出成形することに
より同ファスナーテープ２に固着されている。このファスナーエレメント５の材質として
は、例えばポリアセタール、ポリプロピレン、ポリブチレンテレフタレート、ナイロン等
の熱可塑性樹脂を用いることができる。また、同ファスナーエレメント５は、図３及び図
４に示したように、ファスナーテープ２に取り付けるための左右脚部５ａと、同脚部５ａ
と平行に延設された噛合部５ｂとを有している。これらの脚部５ａ及び噛合部５ｂは、一
体的に形成されており、全体として略矩形状を呈している。
【００４３】
　各ファスナーエレメント５のテープ長手方向の一面（上面）には、基端から先端に亘っ
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て同一直径を有する円柱状の２つの嵌着突起５ｃがテープ幅方向に並ぶように形成されて
いる。また、テープ長手方向の他面（下面）には、嵌着空間５ｄが噛合部５ｂ側に形成さ
れており、この嵌着空間５ｄは、テープ幅方向の長さとテープ表裏方向の長さとが等しい
直方体状の孔部により構成されている。
【００４４】
　この場合、前記嵌着突起５ｃのサイズと前記嵌着空間５ｄのサイズは、左右のエレメン
ト列３を噛合させたときに、円柱状嵌着突起５ｃの外周面を、噛合相手側の噛合空間の周
壁面にて４箇所の線接触で支持することが可能なように設定されている。また、これらの
嵌着突起５ｃと嵌着空間５ｄのサイズは、従来から用いられている一般的な連結ブロック
（例えばレゴ（登録商標）ブロック又はダイヤブロック（登録商標）等）の一部と連結可
能なサイズに設定されていることが好ましい。
【００４５】
　更に、ファスナーエレメント５の左右脚部５ａの間には、ファスナーテープ２の芯紐部
２ａが挿通する挿通孔部５ｅが形成されている。この挿通孔部５ｅは、その中心軸の位置
がファスナーエレメント５の脚部５ａ側に形成された嵌着突起５ｃの中心軸と重なるよう
に、嵌着突起５ｃ内に同軸上に配されている。
【００４６】
　なお、本実施例１のスライドファスナー１において、左右のエレメント列３の上端部及
び／又は下端部には、同エレメント列３の形態を安定させるために、噛合部５ｂの一部が
切除されたファスナーエレメント５’を取着することが可能である。
【００４７】
　前記スライダー４は、図５及び図６に示すように、上翼板４ａと、下翼板４ｂと、上翼
板４ａの前端側中央部と下翼板４ｂの前端側中央部とを連結する案内柱４ｅと、上翼板４
ａ及び下翼板４ｂの後端側の左右側端縁から同上下翼板４ａ，４ｂと直交する方向に形成
された上下フランジ４ｆとを有している。
【００４８】
　また、本実施例１のスライダー４の上翼板上面には、基端から先端に亘って同一直径を
有する円柱状の６つの嵌着突起４ｃが、所定の間隔をもって規則的に形成されている。更
に、同スライダー４の下翼板下面には、図示しない他部材（連結ブロック等）に形成した
嵌着突起を嵌着可能な嵌着空間４ｄが形成されている。
【００４９】
　この場合、上翼板４ａに形成した嵌着突起４ｃの直径は、前記ファスナーエレメントに
形成した嵌着突起５ｃの直径とは異なる大きさに設定されている。また、下翼板４ｂに形
成した嵌着空間４ｄは、枠状の周壁部４ｇと同周壁部４ｇにより囲まれた領域内に形成さ
れた円筒状の支持柱部４ｈとの間に形成された空間部、及び、支持柱部４ｈの中空空間と
なる円形状孔部により構成されている。
【００５０】
　このような本実施例１のスライダー４における上翼板４ａの上面側や下翼板４ｂの下面
側には、例えば所定サイズの嵌着突起及び嵌着空間を有する連結ブロック等を連結するこ
とが可能である。このため、例えば図７及び図８に示したように、サイズの異なる２種類
の連結ブロック６ａ，６ｂを用いることによって、本実施例１のスライダー４に、引手本
体部７ａとリング部７ｂとを有する引手７を取り付けることが可能となり、また、同引手
７をスライダー４から取り外して、その他の引手に取り替えることも可能となる。
【００５１】
　以上のような本実施例１のスライドファスナー１は、各ファスナーエレメント５の上面
に嵌着突起５ｃを有するとともに、下面に嵌着空間５ｄを有している。このため、エレメ
ント列３に沿ってスライダー４を噛合方向に向けて摺動させることによって、各ファスナ
ーエレメント５の嵌着突起５ｃを、同ファスナーエレメント５の上面側で噛合する相手方
のファスナーエレメント５の嵌着空間５ｄに順次嵌着させて、左右のエレメント列３を安
定して噛合させることができる。
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【００５２】
　また、本実施例１のスライドファスナー１は、各ファスナーエレメント５に嵌着突起５
ｃと嵌着空間５ｄとが形成されているため、例えば図９に示したように、エレメント列３
の端部（図９では上端部）に配されたファスナーエレメント５に、嵌着突起及び嵌着空間
を有する連結ブロック８ａ等を容易に連結させることができる。なお、この図９では、ス
ライダー４の図示が省略されている。
【００５３】
　更に、本実施例１のスライドファスナー１では、左右のエレメント列３を全体に亘って
噛合させた状態のときでも、エレメント列３の上端部や下端部に連結ブロックを自由に連
結することができる。例えば図１０に示したように、左右のエレメント列３を噛合させ、
更にスライダー４をエレメント列３から抜脱させた場合、噛合状態にあるエレメント列３
の上端部に噛合突起が配されているため、同エレメント列３の上端部に連結ブロック８ｂ
を容易に連結させることが可能となる。
【００５４】
　特に、図１０に示したような嵌着空間を有する面に段差が設けられている連結ブロック
８ｂをエレメント列３の上端部に連結させることによって、左右エレメント列３の噛合状
態を安定して維持できる。またこの場合、同連結ブロック８ｂに、更に、単独の連結ブロ
ックや、複数の連結ブロックを組み立てたブロック集合体９ａ等を自由に連結させること
が可能である。
【００５５】
　また同様に、同スライドファスナー１のエレメント列の下端部には嵌着空間５ｃが形成
されているため、同エレメント列３の下端部に、例えば図１１に示したように、単独の連
結ブロック８ｃや、花の形状に組み立てた連結ブロックの集合体９ｂ等を自由に連結させ
ることが可能である。
【００５６】
　更に、同スライドファスナー１のエレメント列３に挿通させたスライダー４は、その上
翼板上面に嵌着突起４ｃを有するとともに、下翼板下面に嵌着空間４ｄを有している。こ
のため、同スライダー４の上下翼板４ａ，４ｂにも、単独の連結ブロックや、図１２に示
したように動物の形状に組み立てた連結ブロックの集合体９ｃ等を自由に連結させること
が可能である。
【００５７】
　また、本実施例１のスライドファスナー１は、左右のエレメント列３が噛合状態にある
ときに、各ファスナーエレメント５の噛合部５ｂ側に形成した円柱状嵌着突起５ｃが、噛
合相手方のファスナーエレメント５の嵌着空間５ｄに嵌着しており、且つ、噛合している
左右のファスナーエレメント５の各嵌着突起５ｃがテープ長手方向に沿って一列に並んだ
状態となる。
【００５８】
　このため、図１３に示したように、噛合状態にある左右のファスナーストリンガー１０
のうちの一方を、他方のファスナーストリンガー１０に対し、噛合相手方の嵌着空間５ｄ
に嵌着している各嵌着突起５ｃを軸にして自由に折り曲げることが可能となる。即ち、本
実施例１のスライドファスナー１は、従来のスライドファスナー１ではできなかった動き
を容易に行うことが可能となる。
【００５９】
　またこの場合、ファスナーエレメント５の嵌着突起５ｃは、嵌着空間５ｄを形成してい
る孔部の周壁面に４箇所の線接触で支持されており、嵌着突起５ｃと嵌着空間５ｄの周壁
面との間では適度な摩擦が生じている。このため、図１３のように嵌着突起５ｃを軸にし
てスライドファスナー１を折り曲げたときに、その折り曲げた形態を安定して維持するこ
とができる。
【００６０】
　以上のように、ファスナーエレメント５に嵌着突起５ｃ及び嵌着空間５ｄをテープ長手
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方向に形成した本実施例１のスライドファスナー１は、スライダー４の摺動による開閉機
能を備えるとともに、例えば玩具用の連結ブロック等に組み合わせることが可能なパーツ
として、従来とは異なる新しい分野に使用することが可能となる。
【００６１】
　更に、本実施例１のスライドファスナー１は、前述の図１３に示したように、嵌着して
いる嵌着突起５ｃを軸にして自由に折り曲げることができ、更に、その折り曲げた形態を
安定して維持することができる。このため、同スライドファスナー１は、玩具用連結ブロ
ックのパーツ以外にも、例えばそのファスナーテープ２にパーティション等の仕切り部材
を接続することにより、仕切り部材同士を連結し、且つ、その仕切り部材の位置関係を任
意に変更することが可能な仕切り部材の連結具として使用することも可能である。
【００６２】
　なお、本実施例１のスライドファスナー１に用いられるスライダー４は、上述のような
図５及び図６に示したスライダー４に限定されるものではなく、その他のスライダーも使
用することができる。
　例えば、その変形例の１つとして、図１４に示したようなスライダー１１を用いること
ができる。この図１４に示したスライダー１１は、上翼板１１ａの上面に突設された６つ
の嵌着突起１１ｃを有しており、各嵌着突起１１ｃは、その高さ方向に沿った中空空間を
有する円筒状に形成されている。なお、同スライダー１１は、各嵌着突起１１ｃが円筒状
に形成されていること以外については、前記実施例１のスライダーと同じ構成を有してい
る。
【００６３】
　このようなスライダー１１であれば、上翼板１１ａに形成した各嵌着突起１１ｃの中空
空間に、同嵌着突起１１ｃよりも一回りサイズが小さい嵌着突起１２を抜脱可能に嵌着す
ることが可能となるため、より様々な種類の部材を容易に嵌着させて、玩具用の連結ブロ
ックに組み合わせ可能なパーツとしての可能性を更に広げることができる。
【００６４】
　また、スライダーの別の変形例としては、下翼板下面に形成される嵌着空間の形態が前
記実施例１のスライダー４とは異なる図１５に示したスライダー１３や図１６に示したス
ライダー１４を用いることができる。
　例えば図１５に示したスライダー１３では、その下翼板１３ｂの下面に枠状の周壁部１
３ｇが形成されているとともに、同周壁部１３ｇにより囲まれた領域内には、２つの中仕
切壁部１３ｈがスライダー１３の前後方向に沿って形成されている。これにより、枠状の
周壁部１３ｇと２つの中仕切壁部１３ｈとにより空間部が形成され、同空間部により嵌着
空間１３ｄが構成されている。
【００６５】
　なお、このスライダー１３では、その使用目的などに応じて、例えば前記中仕切壁部１
３ｈを排除して、枠状の周壁部１３ｇにより囲まれた空間部のみによって嵌着空間を構成
することも可能である。この場合、同嵌着空間を介して連結させる連結ブロック等には、
複数の嵌着突起が枠状の周壁部１３ｇの前後左右の各壁部にしっかりと当接するように配
されていることが好ましい。
【００６６】
　一方、図１６に示したスライダー１４では、その下翼板１４ｂの下面に、例えば連結ブ
ロック等に配された１つの嵌着突起を抜脱可能に嵌着する円形状の孔部１４ｉと、連結ブ
ロック等に配された１つの嵌着突起の外周面を４箇所の線接触にて支持することが可能な
四角形状の孔部１４ｊが所定の間隔をもって形成されており、これらの孔部１４ｉ，１４
ｊによって、それぞれが１つの嵌着突起を嵌着することが可能な複数の嵌着空間１４ｄが
構成されている。
【００６７】
　なお、図１５及び図１６に示したスライダー１３，１４は、下翼板下面に形成される嵌
着空間１３ｄ，１４ｄの形態が異なること以外については、前記実施例１のスライダー４
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と同じ構成を有している。また、図１６に示したスライダー１４では、下翼板下面に円形
状の孔部１４ｉと四角形状の孔部１４ｊの両方が形成されているが、例えば下翼板下面に
複数の円形状の孔部１４ｉのみを形成することや、複数の四角形状の孔部１４ｊのみを形
成することも可能である。またその他に、同嵌着空間１４ｄは、このような円形状の孔部
１４ｉや四角形状の孔部１４ｊ以外にも、例えば嵌着突起の外周面を３箇所以上の線接触
で嵌着することが可能な三角形状の孔部や五角形以上の多角形状の孔部によって構成され
ていても良い。
【００６８】
　これらの嵌着空間を有するスライダー１３，１４を用いることによっても、前記実施例
１のスライダー４を用いたときと同様に、同スライダー１３，１４に引手を容易に取り付
けることや、また、同スライダー１３，１４の上下翼板１３ａ，１３ｂ，１４ａ，１４ｂ
に、単独の連結ブロックや任意の形状に組み立てた連結ブロックの集合体等を自由に連結
させることが可能となる。
【００６９】
　また、スライダーの更に別の変形例としては、例えば図１７に示したスライダー１５を
用いることができる。なお、図１８には、同スライダーの上下中央部において切断したと
きの断面図を示している。
　この図１７に示したスライダー１５は、左右方向に腕部１５ｉが延設されて上面視又は
下面視にて略十字架の形状を呈する上下翼板１５ａ，１５ｂと、上翼板１５ａの前端側中
央部と下翼板１５ｂの前端側中央部とを連結する案内柱１５ｅと、上翼板１５ａ及び下翼
板１５ｂの後端側の左右側端縁から同上下翼板１５ｂと直交する方向に形成された上下フ
ランジ１５ｆと、上下翼板１５ｂの左右腕部１５ｉに形成された肉厚部１５ｊとを有して
いる。
【００７０】
　また、同スライダー１５では、上下フランジ１５ｆと左右腕部１５ｉの肉厚部１５ｊと
が連続的に形成されているとともに、上翼板１５ａの左右腕部１５ｉに形成された肉厚部
１５ｊと下翼板１５ｂの左右腕部１５ｉに形成された肉厚部１５ｊとの間隔が、上下フラ
ンジ１５ｆ間の間隔と同じ寸法に設定されている。更に、左右の腕部１５ｉを含む上翼板
１５ａの上面には、８つの円柱状の嵌着突起１５ｃが所定の間隔で形成されており、また
、左右の腕部１５ｉを含む下翼板１５ｂの下面全体には、図示しない嵌着空間が形成され
ている。
【００７１】
　このような図１７のスライダー１５は、前記実施例１のスライダー４等と同様に、上下
翼板１５ａ，１５ｂに、単独の連結ブロックや任意の形状に組み立てた連結ブロックの集
合体等を自由に連結させることが可能である。更に、図１７のスライダー１５は、左右方
向に延設された腕部１５ｉが上下翼板１５ａ，１５ｂに設けられているため、例えば前述
の図７及び図８を参照しながら説明したような引手７を連結ブロック６ａ，６ｂ等を用い
て取り付けなくても、上下翼板１５ｂの左右腕部１５ｉを人の指で挟み持つことによって
、同スライダー１５をエレメント列３に沿って容易に摺動させることができるといった効
果が得られる。
【実施例２】
【００７２】
　次に、本発明の実施例２に係るスライドファスナーについて説明する。ここで、図１９
は、本実施例２に係るスライドファスナーの一方のファスナーストリンガーを示した斜視
図であり、図２０は、図１９に示したＸＸ－ＸＸ線断面図である。
　本実施例２のスライドファスナー２１は、左右のファスナーストリンガー２２のファス
ナーテープ２に、嵌着突起及び嵌着空間を有する所定形状のテープ取着用連結ブロック２
６を取り付けたり、取り外したりすることが可能に形成されており、ファスナーエレメン
ト５等のそれ以外の構成については前記実施例１のスライドファスナー１と基本的に同様
である。
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【００７３】
　このため、本実施例２のスライドファスナー２１については、テープ取着用連結ブロッ
ク２６をファスナーテープ２に取り外し可能に取着する手段についての説明を中心に行い
、前記実施例１のスライドファスナー１と同様の構成を有する部品及び部材については同
じ符号を用いて表すことによって、その説明を省略することとする。
【００７４】
　本実施例２のスライドファスナー２１では、左右のファスナーテープ２の芯紐部２ａが
配されている側とは反対側の端縁部（外縁部）２ｂに、合成樹脂製の複数のブロック取着
部２３が射出成形により固着一体化されており、これらのブロック取着部２３は、ファス
ナーテープ２のテープ長手方向に沿って所定の間隔をもって配されている。
【００７５】
　本実施例２において、各ブロック取着部２３間の間隔は、ブロック取着部２３のテープ
長手方向の長さ、言い換えると、ブロック取着部２３に取着可能なテープ取着用連結ブロ
ック２６の高さ寸法（嵌着突起２６ｃの高さは除く）に設定されている。なお、このブロ
ック取着部２３の材質としては、例えばポリアセタール、ポリプロピレン、ポリブチレン
テレフタレート、ナイロン等の熱可塑性樹脂を用いることができる。
【００７６】
　また、各ブロック取着部２３は、ファスナーテープ２のテープ外縁部２ｂ側の表裏面に
固着された矩形状の第１固定部２３ａと、その第１固定部２３ａの上端部及び下端部から
テープ外縁に向けて延設され、同テープ外縁で折り返す形でテープ表面側とテープ裏面側
とが連結された第２固定部２３ｂと、上下の第２固定部２３ｂ間にてテープ外縁を包み込
むように形成され、円柱状の断面を有する円柱部２３ｃとを有している。
【００７７】
　一方、このスライドファスナー２１のブロック取着部２３に取着可能なテープ取着用連
結ブロック２６は、略直方体状に形成されており、同テープ取着用連結ブロック２６の上
面には、６つの円柱状嵌着突起２６ｃが形成され、下面には、他の連結ブロックに配され
た嵌着突起を嵌着可能な嵌着空間２６ｄが形成されている。なお、テープ取着用連結ブロ
ック２６の嵌着空間２６ｄは、連結ブロック２６の下面視にて、テープ取着用連結ブロッ
ク２６の前後左右の側面部に対応する枠状の周壁部２６ｇと、同周壁部２６ｇにより囲ま
れた領域内の所定位置に配され、円形状の断面を有する２本の支持柱部２６ｈと、各支持
柱部２６ｈ及び周壁部２６ｇ間に形成された中仕切壁部２６ｉとの間に形成された空間部
によって構成されている（図２０を参照）。
【００７８】
　また、同テープ取着用連結ブロック２６は、その左右側面部の一方から、同側面部に近
い方の支持柱部にかけてスリット２６ｊが形成されており、同スリット２６ｊが形成され
ている側の支持柱部２６ｈ内には、前記ブロック取着部２３の円柱部２３ｃを把持するこ
とが可能な把持部２６ｋが形成されている。この場合、前記スリット２６ｊのスリット幅
（テープ表裏方向の幅）は、ファスナーテープ２の肉厚を含んだ第１固定部２３ａや第２
固定部２３ｂのテープ表裏方向における寸法に設定されている。
【００７９】
　更に、連結ブロック２６の支持柱部２６ｈ内に形成された把持部２６ｋは、図２０に示
すように、断面が略Ｃ字状に形成されているとともに、同把持部２６ｋの一部が支持柱部
２６ｈの連結ブロック中心側の内壁に連結されている。この略Ｃ字状の断面を有する把持
部２６ｋは、その先端部間に形成された開口から、ファスナーテープ２に形成したブロッ
ク取着部２３の円柱部２３ｃを挿入し、更に、同円柱部２３ｃを把持部２６ｋの内壁側空
間内に導入することにより、その円柱部２３ｃを把持するように形成されており、ブロッ
ク取着部２３に抜脱可能に係着する係着部として機能する。
【００８０】
　なお、この把持部２６ｋの上面と下面には、ブロック取着部２３の第２固定部２３ｂを
受け入れるための図示しない段差部が形成されている。また、同連結ブロック２６の前記
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スリット２６ｊが設けられていない方の左右側面部には、その前後方向中央部に、凹溝部
２６ｍがブロック高さ方向（上下方向）に沿って形成されている。
【００８１】
　このようなブロック取着部２３を有する本実施例２のスライドファスナー２１は、前記
実施例１のスライドファスナー２１と同様の効果が得られる上に、図１９に示したように
、ブロック取着部２３に、前記スリット２６ｊ及び前記把持部２６ｋを有するテープ取着
用連結ブロック２６を取り外し可能に取着することができる。これにより、スライドファ
スナー２１に対して連結ブロックを連結させるパターンを増やすことができる。
【００８２】
　具体的には、例えば図２１に示したように、ファスナーテープ２の各ブロック取着部２
３にテープ取着用連結ブロック２６を連結し、更に、これらの連結ブロック２６に他の連
結ブロック２４を組み合わせて、様々な形状を表現することが可能となる。
【００８３】
　これにより、例えば図２２に示したように、複数の連結ブロック２４を組み合わせてス
ライドファスナー２１付きのシャツの形状等を表したブロック集合体２５を作ることがで
きる。更に、スライダーを摺動させることによって、同ブロック集合体２５を左右に分離
させたり、再び連結させたりして動かして遊ぶことが可能となる。子供がこのようにして
ブロック集合体を作ったり、そのブロック集合体を動かしたりすることにより、子供の想
像力や思考力を高めるとともに、子供がスライドファスナー２１の仕組みを容易に理解す
ることができる。
【００８４】
　なお、本実施例２において、スライドファスナー２１のファスナーテープ２にテープ取
着用連結ブロックを取り外し可能に取着する手段は、前述のようなブロック取着部２３と
テープ取着用連結ブロック２６によるものに限定されず、例えば図２３、図２５及び図２
６等に示したような手段も利用することが可能である。
【００８５】
　例えば図２３に示したテープ取着用連結ブロック２７を取着する手段では、左右のファ
スナーテープ２の芯紐部２ａが配されている側とは反対側の外縁部２ｂに、前述の複数の
ブロック取着部２３が所定の間隔をもって固着されている。
【００８６】
　一方、このスライドファスナー２１のブロック取着部２３に取着可能なテープ取着用連
結ブロック２７は、ブロック前後方向（テープ表裏方向）に厚さの薄い略直方体状に形成
されており、同連結ブロック２７の前面には、６つの円柱状嵌着突起２７ｃが形成され、
後面には、他の連結ブロックが有する嵌着突起を嵌着可能な嵌着空間が形成されている。
【００８７】
　なお、このテープ取着用連結ブロック２７の嵌着空間は、図示は省略するものの、連結
ブロックの後面視にて、枠状の周壁部と、同周壁部により囲まれた領域内の所定位置に配
され、円形状の断面を有する２本の支持柱部と、各支持柱部及び周壁部間に形成された中
仕切壁部との間に形成された空間部によって構成されている。
【００８８】
　また、同連結ブロック２７は、その左右側面部の一方から、左右方向（テープ幅方向）
に延設された延設部２７ａと、同延設部２７ａの先端に一体に形成された断面が略Ｃ字状
の把持部２７ｂとを有している。これにより、同連結ブロック２７をスライドファスナー
２１のブロック取着部２３に取り外し可能に容易に取着することができる。
【００８９】
　従って、例えば図２４に示したように、ファスナーテープ２の各ブロック取着部２３に
、薄い略直方体状のテープ取着用連結ブロック２７をファスナーテープ２と平行に連結し
、更に、これらの連結ブロック２７に、例えば複数の嵌着突起２８ｃを有するプレート状
連結ブロック２８を連結することが可能となる。このため、スライドファスナー２１に連
結ブロックを連結させるパターンを更に増大させることができる。
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【００９０】
　また、例えば図２５に示したテープ取着用連結ブロック２９を取着する手段では、左右
のファスナーテープ２の外縁部２ｂに、合成樹脂製の複数の球状ブロック取着部２３’が
射出成形により固着一体化されており、これらの球状ブロック取着部２３’は、ファスナ
ーテープ２のテープ長手方向に沿って所定の間隔をもって配されている。
【００９１】
　一方、この球状ブロック取着部２３’に取着可能なテープ取着用連結ブロック２９は、
ブロック前後方向（テープ表裏方向）に厚さの薄い略直方体状に形成されており、同連結
ブロック２９の前面には、６つの円柱状嵌着突起２９ｃが形成され、後面には、他の連結
ブロックが有する嵌着突起を嵌着可能な図示しない嵌着空間が形成されている。
【００９２】
　また、同連結ブロック２９は、その左右側面部の一方から、左右方向（テープ幅方向）
に延設された延設部２９ａと、同延設部２９ａの先端に一体に形成された円筒状の把持部
２９ｂとを有している。この円筒状の把持部２９ｂには、ファスナーテープ２を挿入可能
な切込みが形成されているとともに、同把持部２９ｂの内周面は、球状ブロック取着部２
３’を安定して把持できるように湾曲面に形成されている。これにより、同連結ブロック
２９を球状ブロック取着部２３’に取り外し可能に容易に取着することができる。
【００９３】
　更に、例えば図２６に示したテープ取着用連結ブロック３１，３２を取着する手段では
、左右のファスナーテープ２の外縁部２ｂに、例えばプレート状のテープ取着用連結ブロ
ック３１に配された嵌着突起３１ｃの配列に対応して、複数の円形状の孔部３０が嵌着空
間として形成されており、これらの孔部３０がテープ取着用連結ブロック３１，３２を取
着するブロック取着部を構成している。
【００９４】
　この場合、ブロック取着部を構成する円形状孔部３０に、プレート状のテープ取着用連
結ブロック３１に形成されている複数の嵌着突起３１ｃを嵌入させ、更に、円形状孔部３
０に嵌入させた同連結ブロック３１の嵌着突起３１ｃに、他方のテープ取着用連結ブロッ
ク３２を連結させることによって、これらのテープ取着用連結ブロック３１，３２をファ
スナーテープ２に取り外し可能に容易に取着することができる。
【００９５】
　更にこの場合、他方のテープ取着用連結ブロック３２における連結空間が形成されてい
る側の面には、ファスナーテープ２の厚さを吸収するための段差部３２ａが設けられてい
ることが好ましい。これにより、ファスナーテープ２にテープ取着用連結ブロック３１，
３２を安定して取着することができる。
【００９６】
　またその他に、このように左右のファスナーテープ２に複数の円形状孔部３０が形成さ
れてブロック取着部が構成されている場合には、同円形状孔部３０にプレート状連結ブロ
ック３１の複数の嵌着突起３１ｃを嵌入させた後、例えば図２７に示したように、ファス
ナーテープ２に形成したブロック取着部（円形状孔部３０）を被覆するような細長い形状
を有する他方のテープ取着用連結ブロック３３を用いて、テープ取着用連結ブロック３１
，３３をファスナーテープ２に取り外し可能に取着することも可能である。
【００９７】
　更にこの場合も、細長い形状を有する他方のテープ取着用連結ブロック３３における連
結空間（孔部）３３ｄが形成されている側の面には、ファスナーテープ２の厚さを吸収す
るための段差部３３ａが設けられていることが好ましい。
【実施例３】
【００９８】
　次に、本発明の実施例３に係るスライドファスナーについて説明する。ここで、図２８
は、本実施例３のスライドファスナーの正面図であり、図２９は、同スライドファスナー
の一部を拡大して示した斜視図である。また、図３０は、同スライドファスナーのファス
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ナーエレメントの着脱を説明する斜視図であり、図３１は、同スライドファスナーの幾つ
かのファスナーエレメントを取り外した状態を示す正面図である。
【００９９】
　本実施例３のスライドファスナー４１は、左右一対のファスナーテープ４２と、左右の
ファスナーテープ４２の対向するテープ側縁部に抜脱可能に取着した複数のファスナーエ
レメント４５からなる左右のエレメント列４３と、同エレメント列４３に挿通したスライ
ダー４４とを備えている。
【０１００】
　前記ファスナーテープ４２は、その対向するテープ側端縁に、図３０に示すように、合
成樹脂製の複数のエレメント取着部４６が射出成形により固着一体化されており、これら
のエレメント取着部４６は、ファスナーテープ４２のテープ長手方向に沿って所定の間隔
をもって配されている。この場合、各エレメント取着部４６間の間隔は、同エレメント取
着部４６に取着可能な連結ブロックの高さ寸法（嵌着突起の高さは除く）に設定されてい
る。なお、このエレメント取着部４６の材質としては、例えばポリアセタール、ポリプロ
ピレン、ポリブチレンテレフタレート、ナイロン等の熱可塑性樹脂を用いることができる
。
【０１０１】
　また、各エレメント取着部４６は、前記実施例２のブロック取着部２３と同様に、ファ
スナーテープ４２のテープ対向縁部側の表裏面に固着された矩形状の第１固定部４６ａと
、その第１固定部４６ａの上端部及び下端部からテープ外縁に向けて延設され、同テープ
外縁で折り返す形でテープ表面側とテープ裏面側とが連結された第２固定部４６ｂと、上
下の第２固定部４６ｂ間にてテープ外縁を包み込むように形成され、円柱状の断面を有す
る円柱部４６ｃとを有している。
【０１０２】
　左右のエレメント列４３を形成する各ファスナーエレメント４５は、ファスナーテープ
４２のエレメント取着部４６に抜脱可能に係着するテープ取着用連結ブロックにより構成
されている。このファスナーエレメント４５となる連結ブロックは、前記実施例２のブロ
ック取着部に係着するテープ取着用連結ブロック２６と同様の連結ブロックである。
【０１０３】
　即ち、同テープ取着用連結ブロックの上面には、６つの円柱状嵌着突起４５ｃが形成さ
れ、下面には、他の連結ブロックに配された嵌着突起を嵌着可能な嵌着空間が形成されて
おり、同嵌着空間は、図示しないものの、前記実施例２のテープ取着用連結ブロック２６
と同様に、枠状の周壁部と、２本の円筒状支持柱部と、中仕切壁部との間に形成された空
間部によって構成されている。
【０１０４】
　また、同ファスナーエレメント（連結ブロック）４５は、その左右側面部の一方から、
嵌着空間内に配された支持柱部にかけてスリット４５ｊが形成されている。このファスナ
ーエレメント４５のスリット４５ｊが形成されている側の支持柱部内には、前記エレメン
ト取着部４６の円柱部４６ｃを把持することが可能な図示しない把持部が形成されており
、同把持部は、エレメント取着部４６に抜脱可能に係着する係着部として機能する。
【０１０５】
　更に、同連結ブロックのスリット４５ｊが設けられていない方の左右側面部には、凹溝
部４５ｍがブロック高さ方向（上下方向）に沿って形成されている。この凹溝部４５ｍに
は、左右のファスナーエレメント４５を噛合させたときに、噛合相手方のファスナーテー
プ４２のテープ対向縁が嵌入されて保持される。
【０１０６】
　前記スライダー４４は、上翼板４４ａと、下翼板と、上翼板４４ａの前端側中央部と下
翼板の前端側中央部とを連結する案内柱と、上翼板４４ａ及び下翼板の後端側の左右側端
縁から同上下翼板と直交する方向に形成された上下フランジとを有しており、同スライダ
ー４４内に形成されたエレメント案内路に左右のエレメント列４３を導入して通過させる
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ことによって、左右のエレメント列４３を噛合・分離させる。
【０１０７】
　また、本実施例３のスライダー４４の上翼板上面には、円柱状の６つの嵌着突起４４ｃ
が、所定の間隔をもって規則的に形成されており、下翼板下面には、他部材（連結ブロッ
ク等）に形成した嵌着突起を嵌着可能な図示しない嵌着空間が形成されている。従って、
前記実施例１のスライダー４４と同様に、上翼板４４ａの上面側や下翼板の下面側に引手
を容易に取り付けることや、同引手をスライダー４４から取り外して、その他の引手に容
易に取り替えることができる。
【０１０８】
　そして、本実施例３のスライドファスナー４１は、ファスナーテープ４２の各エレメン
ト取着部４６にファスナーエレメント４５となる前記テープ取着用連結ブロックが取着さ
れている場合に、スライダー４４を噛合方向へ摺動させることにより、各ファスナーエレ
メント４５の上面に形成した６つの嵌着突起のうちの４つの嵌着突起４５ｃを、同ファス
ナーエレメント４５の上面側で噛合する相手側のファスナーエレメント４５の嵌着空間に
順次嵌着させて、左右のエレメント列４３を安定して噛合させることができる。
【０１０９】
　また本実施例３では、各ファスナーエレメント４５がテープ取着用連結ブロックによっ
て形成されているため、エレメント列４３の端部に配された各ファスナーエレメント４５
に、他の連結ブロックや連結ブロックの集合体等を容易に連結させることができる。更に
、スライダー４４の上下翼板４４ａにも、嵌着突起４４ｃや嵌着空間が形成されているた
め、連結ブロック等を自由に連結させることが可能である。
【０１１０】
　更に本実施例３では、それぞれのファスナーエレメント４５がファスナーテープ４２の
エレメント取着部４６に抜脱可能に取着されている。このため、例えば図３１に示したよ
うに、任意の位置のファスナーエレメント４５を容易に取り外すことや、任意の位置のフ
ァスナーエレメント４５を他のテープ取着用連結ブロックに付け替えることが可能となる
。
【０１１１】
　これにより、例えばエレメント列４３の一部のファスナーエレメント（テープ取着用連
結ブロック）４５を、色の異なるその他のテープ取着用連結ブロックに付け替えて、エレ
メント列４３の色彩を容易に変更することが可能となる。
【０１１２】
　従って、例えば同スライドファスナー４１を知育玩具用連結ブロックのパーツとして用
いて他の連結ブロック等と連結する場合に、より多彩な模様を表現することが可能となる
。なおこの場合、ファスナーテープ４２から取り外したテープ取着用連結ブロックは、エ
レメント列４３の端部に配されたファスナーエレメント４５やその他の連結ブロックに連
結可能な連結ブロックとして用いることができる。
【０１１３】
　また、スライドファスナー４１がエレメント列４３の一部のファスナーエレメント４５
を取り外すことが可能に構成されていれば、同スライドファスナー４１を、例えば図３２
に示したようなマットレスカバー４９の開閉部分等に好適に使用することができる。
【０１１４】
　ここで、本実施例３のスライドファスナー４１の使用例の１つであるマットレスカバー
４９について具体的に説明する。この図３２に示したマットレスカバー４９は、図示しな
いヒーターが内部にセットされたマットレスを被覆するためのカバーであり、同マットレ
スカバー４９には、マットレスのヒーターに電気を供給する電気コード４８を挿通させる
ための挿通孔を設ける必要がある。
【０１１５】
　従って、同マットレスカバー４９の開閉部分に本実施例３のスライドファスナー４１に
使用した場合、スライダー４４を摺動させることによってマットレスカバー４９の開閉部
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分を自由に開閉できることは当然のこととして、スライドファスナー４１の一部のファス
ナーエレメント４５をファスナーテープ４２から取り外すことによって、そのファスナー
エレメント４５を取り外した部分に、図３２に示したような電気コード４８の挿通孔４９
ａを容易に形成することができる。更に、本実施例３のスライドファスナー４１は、スラ
イドファスナー４１のエレメント列４３上であれば、その挿通孔４９ａの位置を自由に変
更できるといった利点も得られる。
【０１１６】
　なお、本実施例３のスライドファスナー４１は、スライダー４４をエレメント列４３に
沿って噛合方向に摺動させることにより、前述のようにファスナーエレメント４５の上面
に形成した６つの嵌着突起４５ｃのうちの４つの嵌着突４５ｃを、相手側のファスナーエ
レメント４５の嵌着空間に順次嵌着させて、左右のエレメント列４３を噛合している。
【０１１７】
　しかしながら、本実施例３のスライドファスナー４１では、例えば左右のエレメント列
４３に挿通させるスライダー４４のサイズを変えることによって、例えばファスナーエレ
メント４５の上面に形成した６つの嵌着突起４５ｃのうちの、スリット４５ｊを形成した
側とは反対の側に配した２つの嵌着突起４５ｃのみを、相手側のファスナーエレメント４
５の嵌着空間に嵌着させて左右のエレメント列４３を噛合させることも可能である。
【０１１８】
　また、本実施例３では、上面に６つの嵌着突起４５ｃを有するテープ取着用連結ブロッ
クをファスナーテープ４２に取着してエレメント列４３が形成されているが、同テープ取
着用連結ブロックに換えて、例えば、その上面に２つの嵌着突起を有するテープ取着用連
結ブロックや、その上面に８つ以上の嵌着突起を有するテープ取着用連結ブロックをファ
スナーテープ４２の各エレメント取着部４６に取着してエレメント列４３を形成すること
も可能である。
【０１１９】
　更に、ファスナーエレメント４５となる連結ブロックの下面に形成される嵌着空間の形
態についても、左右のエレメント列４３の噛合時に噛合相手となるファスナーエレメント
（連結ブロック）４５に形成された所定数の嵌着突起４５ｃを嵌着させることができれば
、特に限定されるものではない。
【０１２０】
　また、本実施例３のスライドファスナー４１は、ファスナーテープ４２のテープ外縁部
に例えば前記実施例２のスライドファスナー２１と同様にブロック取着部２３を設けて、
テープ取着用連結ブロックを取り外し可能に容易に取着することも可能である。更に、本
実施例３はスライダーの形態についても特に限定されず、前記実施例１にて図１４、図１
５、図１６、及び図１７を参照しながら説明したような各種の形態を有するスライダーを
使用することができる。
【実施例４】
【０１２１】
　図３３は、本発明の実施例４に係るスライドファスナーの正面図であり、図３４は、同
スライドファスナーの噛合状態にあるエレメント列の一部を拡大して示した斜視図である
。
　本実施例４のスライドファスナー５１は、左右一対のファスナーテープ５２と、左右の
ファスナーテープ５２の対向するテープ側縁部に取着した左右のエレメント列５３と、同
エレメント列５３に挿通したスライダー５４とを備えている。
【０１２２】
　前記ファスナーテープ５２は、その対向するテープ側端縁に芯紐部５２ｂを有しており
、このファスナーテープ５２の芯紐部５２ｂを含むエレメント取付部に沿って、複数のフ
ァスナーエレメント５５が一定の間隔をおいて列設されてエレメント列５３を形成してい
る。
【０１２３】
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　前記ファスナーエレメント５５は、合成樹脂をファスナーテープ５２に射出成形するこ
とにより同ファスナーテープ５２に固着されている。このファスナーエレメント５５の材
質としては、ポリアセタール、ポリプロピレン、ポリブチレンテレフタレート、ナイロン
等の熱可塑性樹脂を用いることができる。
【０１２４】
　各ファスナーエレメント５５は、ファスナーテープ５２のエレメント取付部に取り付け
るための胴部５５ａと、同胴部５５ａから平面視にて括れるようにテープ外方に延設され
る頚部５５ｅと、同頚部５５ｅの先端から平面視にて長円形状に延設される噛合頭部５５
ｂとを有している。また、各ファスナーエレメント５５の胴部５５ａには、そのテープ表
裏方向の一方の面（表面）に、基端から先端に亘って同一直径を有する円柱状の嵌着突起
５５ｃが突設されている。
【０１２５】
　前記スライダー５４は、基本的な構成は前記実施例１のスライダー５４と同様であり、
上翼板と、下翼板と、上翼板の前端側中央部と下翼板の前端側中央部とを連結する案内柱
と、上翼板及び下翼板の後端側の左右側端縁から同上下翼板と直交する方向に形成された
上下フランジとを有している。
【０１２６】
　また、本実施例４のスライダー５４の上翼板上面には、円柱状の６つの嵌着突起５４ｃ
が、所定の間隔をもって規則的に形成されており、下翼板下面には、他部材に形成した嵌
着突起を嵌着可能な嵌着空間が形成されている。従って、前記実施例１のスライダー４等
と同様に、上翼板の上面側や下翼板の下面側に引手を容易に取り付けることや、同引手を
スライダー５４から取り外して、その他の引手に容易に取り替えることができる。
【０１２７】
　このような構成を有する本実施例４のスライドファスナー５１は、ファスナーエレメン
ト５５に嵌着突起５５ｃが形成されていてもファスナーとしての開閉機能を維持できると
ともに、例えば図３５に示したように、各ファスナーエレメント５５の胴部表面に形成し
た嵌着突起５５ｃに、別の連結ブロック５６を容易に連結させることができる。この場合
、ファスナーエレメント５５に連結させる連結ブロック５６は、ファスナーエレメント５
５に形成した嵌着突起５５ｃを嵌着可能な嵌着空間を有していれば良い。
【０１２８】
　また、本実施例４のスライドファスナー５１は、前述のような嵌着空間を有する連結ブ
ロック５６だけでなく、ファスナーエレメント５５の嵌着突起５５ｃを嵌着可能な嵌着空
間を有する装飾材等のようなその他の部材も容易に連結することが可能である。
【０１２９】
　例えば図３６や図３７に示したように、嵌着空間となる複数の円形状の孔部５７ａを底
部に有するハート状のマークやシンボル、アルファベット等を模った装飾体５７、或いは
、複数の円形状の孔部５８ａを底部に有する人形や模型等の装飾体５８などのような様々
な装飾体を、本実施例４のスライドファスナー５１の噛合状態にある左右のエレメント列
５３に容易に連結することができる。
【０１３０】
　この場合、装飾体の底部に形成される円形状孔部５７ａ，５８ａは、噛合状態にあるフ
ァスナーエレメント５５の嵌着突起５５ｃの配置に対応させて配されている。これにより
、同スライドファスナー５１を知育玩具として使用した場合や、鞄等の雑貨や衣料品等の
開口部に使用した場合等に、その装飾性を高めることができる。
【０１３１】
　更に、本実施例４のスライドファスナー５１は、各ファスナーエレメント５５に嵌着突
起５５ｃが形成されているため、嵌着空間となる複数の円形状孔部５９ａがその底面に２
列になって規則的に形成された部材、例えば図３８及び図３９に示したような左右のエレ
メント列５３の全体を被覆するカバー体５９等も容易に連結することができる。
【０１３２】
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　従って、例えば同スライドファスナー５１をカーペットのようなシート部材６０同士を
連結するための連結具として使用した場合、連結したシート部材６０間に噛合状態のエレ
メント列５３が露呈していると、そのシート部材６０の外観を損ねる可能性があるものの
、図３９に示したように噛合状態にある左右のエレメント列５３に前記カバー体５９を連
結することができれば、同エレメント列５３をカバー体５９で隠蔽することができ、シー
ト部材６０の外観が損なわれることを防止できる。
【０１３３】
　また、本実施例４のスライドファスナー５１の効果的な別の使用例としては、例えば図
４０に示したように、同スライドファスナー５１を衣服６１の胸ポケットの開口部６１ａ
に取着する場合が考えられる。このようにスライドファスナー５１を胸ポケットの開口部
６１ａに取着することにより、同開口部６１ａの開閉を容易に行うことができる。
【０１３４】
　更に、例えばペン６２や名札６３等に、スライドファスナー５１に形成した嵌着突起５
４ｃ，５５ｃを嵌着させることが可能な嵌着空間（円形状孔部）６２ａを設けておくこと
により、これらのペン６２や名札６３等を、胸ポケットに取着したスライドファスナー５
１のファスナーエレメント５５やスライダー５４に簡易的に保持することが可能となる。
このため、スライドファスナー５１の機能を拡大させることができる。
【０１３５】
　なお、本実施例４のスライドファスナー５１は、各ファスナーエレメント５５の胴部表
面に１つの嵌着突起５５ｃが突設されている。しかし本発明では、ファスナーエレメント
５５に嵌着突起５５ｃを突設する代わりに、例えば図４１に示したように、各ファスナー
エレメント５５の胴部表面に、装飾体等の相手部材（他部材）の嵌着突起を抜脱可能に嵌
着する円形状孔部からなる嵌着空間５５ｄを設けることも可能である。
【０１３６】
　このような嵌着空間５５ｄが形成されたファスナーエレメント５５を有するスライドフ
ァスナー５１であっても、ファスナーとしての開閉機能を維持できるとともに、ファスナ
ーエレメント５５に形成した嵌着空間５５ｄに、嵌着突起を有する別の連結ブロックやそ
の他の部材などを容易に連結させることが可能となる。
【０１３７】
　更に、本実施例４のスライドファスナー５１は、各ファスナーエレメント５５の胴部表
面のみに嵌着突起５５ｃが形成されているが、本発明では、例えば各ファスナーエレメン
ト５５の胴部裏面のみに嵌着突起５５ｃ若しくは嵌着空間５５ｄを形成することも可能で
あり、又は、各ファスナーエレメント５５の胴部表面と胴部裏面の両面に、嵌着突起５５
ｃや嵌着空間５５ｄを形成することも可能である。
【実施例５】
【０１３８】
　図４２は、本発明の実施例５に係るスライドファスナーの斜視図である。また、図４３
及び図４４は、同スライドファスナーの上止に連結可能な部材について説明する説明図で
ある。更に、図４５及び図４６は、同スライドファスナーの開離嵌挿具に連結可能な部材
について説明する説明図である。
【０１３９】
　本実施例５のスライドファスナー７１は、左右一対のファスナーテープ５２と、左右の
ファスナーテープ５２の対向するテープ側縁部に取着した左右のエレメント列５３と、同
エレメント列５３に挿通したスライダー５４と、前記エレメント列５３の上端に装着され
た上止７６と、前記エレメント列５３の下止として装着され、同エレメント列５３の下端
部を分離可能にする開離嵌挿具７７とを備えている。
【０１４０】
　なお、本実施例５のスライドファスナー７１において、エレメント列５３の上端部に上
止７６が装着され、下端部に開離嵌挿具７７が装着されていること以外の構成、即ち、フ
ァスナーテープ５２、エレメント列５３を形成する各ファスナーエレメント５５、及びス
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ライダー５４の構成については、前記実施例４のスライドファスナー５１と同様である。
【０１４１】
　前記上止７６は、左右のエレメント列５３の上端部にそれぞれ装着されており、エレメ
ント列５３からスライダー５４が抜けることを防止している。また、各上止７６の表面に
は、２つの円柱状嵌着突起７６ｃがテープ長手方向に並んで形成されている。これらの嵌
着突起７６ｃは、ファスナーエレメント５５に形成した嵌着突起５５ｃと同じサイズを有
しており、また、ファスナーエレメント５５のピッチと同じピッチで配されている。
【０１４２】
　前記開離嵌挿具７７は、蝶棒７７ａ、箱棒７７ｂ及び箱体７７ｅを有しており、蝶棒７
７ａが箱体７７ｅに対して抜き差し可能に構成されている。また、箱体７７ｅの表面には
、４つの円柱状嵌着突起７７ｃが所定の間隔で規則的に形成されており、これらの嵌着突
起７７ｃも、ファスナーエレメント５５に形成した嵌着突起５５ｃと同じサイズを有して
いる。
【０１４３】
　このような本実施例５のスライドファスナー７１は、前記実施例４のスライドファスナ
ー７１により得られる効果に加えて、上止７６や開離嵌挿具７７の箱体７７ｅに連結ブロ
ックやその他の装飾体等を脱着可能に連結することができる。
　例えば、スライドファスナー７１の各上止７６には、図４３に示したように、表面に花
形のマークが模られ、且つ、裏面側に嵌着空間７８ｄ，７９ｄを有する装飾体７８，７９
等を容易に連結することができる。また、例えば図４４に示したように、スライドファス
ナー７１の上止７６に、上止７６と略同サイズの矩形状の連結ブロック８０を連結するこ
とにより、同連結ブロック８０を上止７６の一部として用いることができ、スライダー５
４がエレメント列５３から抜けてしまうことをより確実に防止することができる。
【０１４４】
　また、開離嵌挿具７７の箱体７７ｅにも４つの嵌着突起７７ｃが形成されているため、
例えば図４５に示したように、表面に星形のマークが模られ、且つ、裏面側に嵌着空間８
１ｄを有する装飾体８１等を容易に連結することができる。
【０１４５】
　更に、開離嵌挿具７７の箱体７７ｅに嵌着突起７７ｃを形成したことにより、例えばス
ライダー５４を、エレメント列５３上の開離嵌挿具７７側の端部に摺動させて停止させた
場合に、図４６に示したように、嵌着空間８２ｄを有する他部材（例えば、連結ブロック
８２）をスライダー５４と開離嵌挿具７７とに跨って連結することが可能となる。
【０１４６】
　これにより、スライダー５４を、エレメント列５３に沿って摺動しないようにその位置
で固定することができるため、例えば本実施例５のスライドファスナー７１を衣服等に取
り付けた場合に、左右のエレメント列５３が分離した状態であっても、スライダー５４が
一方のエレメント列５３に沿って自由に摺動することを防ぎ、同スライダー５４がぶらつ
くことを防止できる。更に、このようにスライダー５４の位置を固定することにより、ス
ライダー５４が箱体７７ｅに接触した状態を維持できるため、開離嵌挿具７７の蝶棒７７
ａの箱体７７ｅへの抜き差しを安定して確実に行うことができる。
【０１４７】
　以上のように、本実施例５のスライドファスナー７１は、ファスナーエレメント５５や
スライダー５４だけでなく、上止７６や開離嵌挿具７７にも様々な装飾体７８，７９，８
１やその他の連結ブロック８０，８２等を連結することができるため、その装飾性や機能
性を高めることができる。また、同スライドファスナー７１を玩具用連結ブロックに連結
させるパーツとして用いることにより、連結ブロックを用いて表現できる世界を大きく広
げることが可能となる。
【０１４８】
　なお、本実施例５のスライドファスナー７１は、エレメント列５３を形成する各ファス
ナーエレメント５５に円筒状の嵌着突起５５ｃが形成されているが、本発明はこれに限定
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されるものではなく、エレメント列を形成するファスナーエレメントとして、例えば図４
７に示したように嵌着突起が形成されていない一般的な合成樹脂製の単独ファスナーエレ
メント５５’をファスナーテープ５２に固着してスライドファスナー７１’を構成するこ
とが可能であり、またその他に、コイル状若しくはジグザグ状の合成樹脂製の連続ファス
ナーエレメントや、噛合頭部に凸部と凹部とを有する金属製の単独ファスナーエレメント
をファスナーテープ５２に取着することも可能である。
【０１４９】
　例えば図４７に示したように、ファスナーエレメント５５’に嵌着突起も嵌着空間も形
成されていないスライドファスナー７１であっても、同スライドファスナー７１のスライ
ダー５４、上止７６、及び開離嵌挿具７７には円柱状の嵌着突起５４ｃ，７６ｃ，７７ｃ
がそれぞれ形成されているため、これらの部材５４，７６，７７に様々な装飾体やその他
の連結ブロック等を容易に連結して、その装飾性や機能性を高めることができる。
【０１５０】
　また、実施例５のスライドファスナー７１や図４７に示したスライドファスナー７１’
であれば、例えば図４８に示したように鞄８４の開口部８４ａにスライドファスナー７１
又はスライドファスナー７１’を取着し、且つ、その鞄８４のエレメント列上端側の位置
に、嵌着空間８３ｄを備えたブロック部材８３を設けることによって、以下のような効果
も得ることができる。
【０１５１】
　即ち、この場合、スライドファスナー７１のスライダー５４を、鞄８４の開口部８４ａ
を閉鎖するためにエレメント列５３の上端位置まで摺動させた後、同スライダー５４とブ
ロック部材８３とを嵌着突起５４ｃ及び嵌着空間８３ｄを介して連結することによって、
スライダー５４の位置をエレメント列５３の上端位置で保持でき、鞄８４の開口部８４ａ
が不用意に開くことを防止できるといった効果が得られる。
【０１５２】
　なお、前述した実施例１～実施例５の各スライドファスナーは、何れも、前述のような
連結ブロックと連結可能な知育玩具のパーツとして使用することができるだけでなく、従
来のスライドファスナーと同様に、衣料品、雑貨類、鞄類などの開口部を開閉する開閉具
としても当然に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１５３】
【図１】本発明の実施例１に係るスライドファスナーの正面図である。
【図２】同スライドファスナーの斜視図である。
【図３】同スライドファスナーに用いられるファスナーエレメントを斜め上方から見たと
きの斜視図である。
【図４】同ファスナーエレメントを斜め下方から見たときの斜視図である。
【図５】同スライドファスナーに用いられるスライダーを斜め上方から見たときの斜視図
である。
【図６】同スライダーを斜め下方から見たときの斜視図である。
【図７】同スライダーに連結ブロックを用いて引手を取着する場合について説明する説明
図である。
【図８】同スライダーに引手が取着された状態を示す斜視図である。
【図９】同スライドファスナーのエレメント列上端部に連結ブロックが取着された状態を
示す斜視図である。
【図１０】同スライドファスナーのエレメント列上端部に連結ブロック及びブロック集合
体が取着された状態を示す斜視図である。
【図１１】同スライドファスナーのエレメント列下端部にブロック集合体が取着された状
態を示す斜視図である。
【図１２】同スライドファスナーのスライダーの上翼板上面にブロック集合体が取着され
た状態を示す斜視図である。
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【図１３】同スライドファスナーの一方のファスナーストリンガーを、他方のファスナー
ストリンガーに対して嵌着突起を軸にして相対的に折り曲げた状態を示す斜視図である。
【図１４】スライダーの変形例を示す斜視図である。
【図１５】スライダーの別の変形例を示す斜視図である。
【図１６】スライダーの更に別の変形例を示す斜視図である。
【図１７】スライダーの更に別の変形例を示す斜視図である。
【図１８】同スライダーの断面図である。
【図１９】本発明の実施例２に係るスライドファスナーの一方のファスナーストリンガー
を示す斜視図である。
【図２０】図１９に示したＸＸ－ＸＸ線断面図である。
【図２１】同スライドファスナーのファスナーテープに連結ブロックを連結した状態を示
す斜視図である。
【図２２】同スライドファスナーの具体的な使用例を示す斜視図である。
【図２３】（ａ）は、スライドファスナーの変形例を示す正面図であり、（ｂ）は、同変
形例の斜視図である。
【図２４】同変形例のスライドファスナーに、プレート状の連結ブロックを連結した状態
を示す斜視図である。
【図２５】（ａ）は、スライドファスナーの別の変形例を示す正面図であり、（ｂ）は、
同変形例の斜視図である。
【図２６】スライドファスナーの更に別の変形例を示す斜視図である。
【図２７】スライドファスナーの更に別の変形例を示す斜視図である。
【図２８】本発明の実施例３に係るスライドファスナーの正面図である。
【図２９】同スライドファスナーの一部を拡大して示す斜視図である。
【図３０】同スライドファスナーのファスナーエレメントの着脱を説明する斜視図である
。
【図３１】同スライドファスナーの幾つかのファスナーエレメントを取り外した状態を示
す正面図である。
【図３２】同スライドファスナーの使用例を示す斜視図である。
【図３３】本発明の実施例４に係るスライドファスナーの正面図である。
【図３４】同スライドファスナーの噛合状態にあるエレメント列の一部を拡大して示す斜
視図である。
【図３５】同スライドファスナーのエレメント列に連結ブロックを連結した状態を示す斜
視図である。
【図３６】同スライドファスナーのエレメント列に連結可能な装飾体について説明する説
明図である。
【図３７】同装飾体をエレメント列に連結した状態を示す断面図である。
【図３８】同スライドファスナーのエレメント列に連結可能なカバー体について説明する
説明図である。
【図３９】同カバー体をエレメント列に連結した状態を示す断面図である。
【図４０】同スライドファスナーの使用例を示す斜視図である。
【図４１】スライドファスナーの変形例を示す斜視図である。
【図４２】本発明の実施例５に係るスライドファスナーの斜視図である。
【図４３】同スライドファスナーの上止に連結可能な装飾体について説明する説明図であ
る。
【図４４】同スライドファスナーの上止に連結可能な連結ブロックについて説明する説明
図である。
【図４５】同スライドファスナーの開離嵌挿具に連結可能な装飾体について説明する説明
図である。
【図４６】同スライドファスナーの開離嵌挿具に連結可能な部材について説明する説明図
である。
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【図４７】スライドファスナーの変形例を示す斜視図である。
【図４８】スライドファスナーの使用例を示す斜視図である。
【符号の説明】
【０１５４】
　　１　　　　　　　　スライドファスナー
　　２　　　　　　　　ファスナーテープ
　　２ａ　　　　　　　芯紐部
　　３　　　　　　　　エレメント列
　　４　　　　　　　　スライダー
　　４ａ　　　　　　　上翼板
　　４ｂ　　　　　　　下翼板
　　４ｃ　　　　　　　嵌着突起
　　４ｄ　　　　　　　嵌着空間
　　４ｅ　　　　　　　案内柱
　　４ｆ　　　　　　　フランジ
　　４ｇ　　　　　　　周壁部
　　４ｈ　　　　　　　支持柱部
　　５，５’　　　　　ファスナーエレメント
　　５ａ　　　　　　　脚部
　　５ｂ　　　　　　　噛合部
　　５ｃ　　　　　　　嵌着突起
　　５ｄ　　　　　　　嵌着空間
　　５ｅ　　　　　　　挿通孔部
　　６ａ，６ｂ　　　　連結ブロック
　　７　　　　　　　　引手
　　７ａ　　　　　　　引手本体部
　　７ｂ　　　　　　　リング部
　　８ａ，８ｂ，８ｃ　連結ブロック
　　９ａ，９ｂ，９ｃ　ブロック集合体
　１０　　　　　　　　ファスナーストリンガー
　１１　　　　　　　　スライダー
　１１ａ　　　　　　　上翼板
　１１ｃ　　　　　　　嵌着突起
　１２　　　　　　　　嵌着突起
　１３　　　　　　　　スライダー
　１３ａ　　　　　　　上翼板
　１３ｂ　　　　　　　下翼板
　１３ｄ　　　　　　　嵌着空間
　１３ｇ　　　　　　　周壁部
　１３ｈ　　　　　　　中仕切壁部
　１４　　　　　　　　スライダー
　１４ａ　　　　　　　上翼板
　１４ｂ　　　　　　　下翼板
　１４ｄ　　　　　　　嵌着空間
　１４ｉ　　　　　　　円形状の孔部
　１４ｊ　　　　　　　四角形状の孔部
　１５　　　　　　　　スライダー
　１５ａ　　　　　　　上翼板
　１５ｂ　　　　　　　下翼板
　１５ｃ　　　　　　　嵌着突起
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　１５ｅ　　　　　　　案内柱
　１５ｆ　　　　　　　フランジ
　１５ｉ　　　　　　　腕部
　１５ｊ　　　　　　　肉厚部
　２１　　　　　　　　スライドファスナー
　２２　　　　　　　　ファスナーストリンガー
　２３，２３’　　　　ブロック取着部
　２３ａ　　　　　　　第１固定部
　２３ｂ　　　　　　　第２固定部
　２３ｃ　　　　　　　円柱部
　２４　　　　　　　　連結ブロック
　２５　　　　　　　　ブロック集合体
　２６　　　　　　　　テープ取着用連結ブロック
　２６ｃ　　　　　　　嵌着突起
　２６ｄ　　　　　　　嵌着空間
　２６ｇ　　　　　　　周壁部
　２６ｈ　　　　　　　支持柱部
　２６ｉ　　　　　　　中仕切壁部
　２６ｊ　　　　　　　スリット
　２６ｋ　　　　　　　把持部
　２６ｍ　　　　　　　凹溝部
　２７　　　　　　　　テープ取着用連結ブロック
　２７ａ　　　　　　　延設部
　２７ｂ　　　　　　　把持部
　２７ｃ　　　　　　　嵌着突起
　２８　　　　　　　　プレート状連結ブロック
　２８ｃ　　　　　　　嵌着突起
　２９　　　　　　　　テープ取着用連結ブロック
　２９ａ　　　　　　　延設部
　２９ｂ　　　　　　　把持部
　２９ｃ　　　　　　　嵌着突起
　３０　　　　　　　　円形状孔部
　３１　　　　　　　　テープ取着用連結ブロック
　３１ｃ　　　　　　　嵌着突起
　３２　　　　　　　　テープ取着用連結ブロック
　３２ａ　　　　　　　段差部
　３３　　　　　　　　テープ取着用連結ブロック
　４１　　　　　　　　スライドファスナー
　４２　　　　　　　　ファスナーテープ
　４３　　　　　　　　エレメント列
　４４　　　　　　　　スライダー
　４４ａ　　　　　　　上翼板
　４４ｃ　　　　　　　嵌着突起
　４５　　　　　　　　ファスナーエレメント
　４５ｃ　　　　　　　嵌着突起
　４５ｊ　　　　　　　スリット
　４５ｍ　　　　　　　凹溝部
　４６　　　　　　　　エレメント取着部
　４６ａ　　　　　　　第１固定部
　４６ｂ　　　　　　　第２固定部
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　４６ｃ　　　　　　　円柱部
　４８　　　　　　　　電気コード
　４９　　　　　　　　マットレスカバー
　４９ａ　　　　　　　挿通孔
　５１　　　　　　　　スライドファスナー
　５２　　　　　　　　ファスナーテープ
　５２ｂ　　　　　　　芯紐部
　５３　　　　　　　　エレメント列
　５４　　　　　　　　スライダー
　５４ｃ　　　　　　　嵌着突起
　５５，５５’　　　　ファスナーエレメント
　５５ａ　　　　　　　胴部
　５５ｂ　　　　　　　噛合頭部
　５５ｃ　　　　　　　嵌着突起
　５５ｄ　　　　　　　嵌着空間
　５５ｅ　　　　　　　頚部
　５６　　　　　　　　連結ブロック
　５７，５８　　　　　装飾体
　５７ａ，５８ａ　　　孔部
　５９　　　　　　　　カバー体
　５９ａ　　　　　　　孔部
　６０　　　　　　　　シート部材
　６１　　　　　　　　衣服
　６１ａ　　　　　　　開口部
　６２　　　　　　　　ペン
　６２ａ　　　　　　　嵌着空間（円形状孔部）
　６３　　　　　　　　名札
　７１，７１’　　　　スライドファスナー
　７６　　　　　　　　上止
　７６ｃ　　　　　　　嵌着突起
　７７　　　　　　　　開離嵌挿具
　７７ａ　　　　　　　蝶棒
　７７ｂ　　　　　　　箱棒
　７７ｃ　　　　　　　嵌着突起
　７７ｅ　　　　　　　箱体
　７８，７９　　　　　装飾体
　７８ｄ，７９ｄ　　　嵌着空間
　８０　　　　　　　　連結ブロック
　８１　　　　　　　　装飾体
　８１ｄ　　　　　　　嵌着空間
　８２　　　　　　　　連結ブロック
　８２ｄ　　　　　　　嵌着空間
　８３　　　　　　　　ブロック部材
　８３ｄ　　　　　　　嵌着空間
　８４　　　　　　　　鞄
　８４ａ　　　　　　　開口部
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【図３８】
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【図４３】 【図４４】

【図４５】 【図４６】
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【図４７】 【図４８】
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